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わかやまイベントボード
●オペラぺらぺらコンサート 
　オペラ初心者にもオペラ通の
方々にも納得できるような趣向
を凝らしたコンサート。
日時　8月 20 日（土）14:00 ～
場所　紀の川市粉河ふるさとセ
ンター大ホール
演目　悲劇「椿姫」（解説付き）
入場料　一般 1,000 円・高校生
以下 500 円（自由席）
チケット取り扱い　紀の川市粉
河ふるさとセンター、紀の川市
貴志川生涯学習センター、和歌
山県民文化会館、ミュージック
ショップフクイ
問い合わせ　紀の川市粉河ふる
さとセンター（0736-73-3312）

●和歌山大学演劇部なつやすみ
公演「おかしなはなし」
　お菓子がテーマの和歌山大学
演劇部舞台公演。
日時　8月 26 日（金）15:00 ～
場所　和歌山県民文化会館
参加費　無料（ただし整理券が
必要。全席自由）
定員　324 名（先着順）
主催　和歌山大学演劇部
問い合わせ　和歌山県民文化会
館（073-436-1331）

●映画「祝福（いのり）の海」
　「ロハスな暮らしを楽しむ地

球塾」の一環として開催。
日時　8月 26 日（金）
　　　18:30 ～ 20:30
場所　almo ギャラリー（中ぶ
らくり丁）
参加費　1,000 円（事前申込み
必要）
問い合わせ・申し込み　8 月 25
日までに almo ギャラリー（紀
州まちづくり舎内・073-425-85
83、メール kishu.machi@gmail.
com）まで。

●たっぷりお寺ヨガ
　歴史ある建物で 2 時間半たっ
ぷりと時間をかけて、自分の心
と身体に向き合い、整えていき
ましょう。
日時　8月 28 日（日）
　　　18:30 ～ 21:00
場所　総持寺（和歌山市梶取86）
参加費　2,000 円（事前申込み
必要）
問い合わせ・申し込み　和歌山
県スポーツ振興財団（073-435-
5200）

　「わかやまイベントボード」
は、和歌山県内で開かれるイベ
ント情報を無料で登録・閲覧で
きるウェブサイトです。是非ご
利用下さい。
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%
を
切
っ
て
お
り
、
中
学

生
以
下
の
子
ど
も
は
人
口

10
人
に
1
人
未
満
と
い
う

状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
こ
こ
数
年

来
、
市
内
中
心
部
で
も
高

層
マ
ン
シ
ョ
ン
の
建
設
が

相
次
ぐ
な
ど
、
い
わ
ゆ
る

「
都
心
回
帰
」
の
現
象
が

み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。
マ
ン
シ
ョ
ン

の
規
模
や
入
居
す
る
家
庭

の
年
齢
層
に
も
よ
り
ま
す

が
、
和
歌
山
市
内
の
あ
る

小
学
校
で
は
マ
ン
シ
ョ
ン

の
建
設
に
伴
い
子
ど
も
の

数
が
増
え
、
急
き
ょ
学
級

数
を
増
や
し
て
対
応
し
た

事
例
も
あ
る
と
い
い
ま

す
。
年
少
人
口
割
合
は
そ

の
親
世
代
の
移
動
に
左
右

さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
高

齢
人
口
に
比
べ
て
転
入
・

転
出
な
ど
の
社
会
増
減
に

左
右
さ
れ
や
す
い
側
面
が

あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
て
お

く
必
要
が
あ
る
か
も
し
れ

　
「
わ
か
つ
く
」
１
４
２

号
で
は
、
地
域
別
の
高
齢

化
の
状
況
を
み
ま
し
た
。

今
回
は
地
域
別
の
年
少
人

口
（
０
〜
14
歳
）
の
割
合

を
み
て
み
ま
す
。

年
少
人
口
は
中
心
部

外
縁
に
高
い
分
布

　

左
の
表
は
市
内
42
地
区

の
年
少
人
口
割
合
を
記
し

た
も
の
で
す
。
色
が
濃
い

ほ
ど
、
年
少
人
口
割
合
が

多
い
こ
と
を
示
し
ま
す
。

和
歌
山
市
の
中
心
部
を
取

り
巻
く
地
域
、
特
に
北
東

部
・
南
東
部
で
色
が
濃
く
、

年
少
人
口
割
合
が
高
い
傾

向
が
み
ら
れ
ま
す
。
特
に

住
宅
開
発
が
進
ん
で
い
る

地
域
で
高
く
な
っ
て
お

り
、
特
に
貴
志
地
区
は
他

地
区
よ
り
も
飛
び
抜
け
て

高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

逆
に
現
在
、
小
学
校
を

統
合
し
小
中
一
貫
校
の
整

備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
市

内
中
心
部
の
エ
リ
ア
は
10

これから街はどうなる？
地域づくりは「先」を見ておこなえ ?!（2）

ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
一
定
の
時
期
に

一
気
に
開
発
さ
れ
た

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
を
抱
え
る

地
域
で
は
、
住
民
が
一
斉

に
年
齢
を
重
ね
る
こ
と
か

ら
少
子
高
齢
化
が
加
速
度

的
に
進
む
と
い
う
問
題
が

全
国
各
地
で
出
て
い
ま

す
。
和
歌
山
市
内
で
も
一

部
の
地
域
で
、
少
子
高
齢

化
が
急
速
に
進
ん
で
い
る

住
宅
密
集
地
が
み
ら
れ
ま

す
。
現
在
は
年
少
人
口
割

合
が
高
い
地
域
も
、
そ
の

後
ど
の
よ
う
に
推
移
す
る

か
は
都
市
計
画
等
に
も
よ

る
側
面
が
大
き
い
よ
う
で

す
。
も
ち
ろ
ん
予
測
不
能

な
要
素
も
多
い
の
で
す

が
、
地
域
課
題
を
考
え
る

際
に
は
、
現
在
だ
け
で
は

な
く
、
将
来
の
地
域
の
姿

を
あ
る
程
度
想
像
す
る
こ

と
が
必
要
か
も
し
れ
ま
せ

ん
ね
。

子
ど
も
の
放
課
後
の
居
場

所
を
ど
う
確

保
す
る
か

　

和
歌
山
市

で
は
「
若
竹

学
級
」
な
ど

学
童
保
育
に

相
当
す
る
施

設
の
運
営
も

行
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
利

用
に
は
一
定

の
制
約
が
あ

り
ま
す
。
ま

た
、
児
童
館

や
こ
れ
に
類

す
る
設
備
が

な
い
地
区
も

少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。
和

歌
山
県
全
体

で
み
て
も
人

口
あ
た
り
の

都
市
公
園
の

面
積
割
合
が
全
国
41
位

（
政
令
市
を
除
く
都
道
府

県
比
較
、
平
成
26
年
度
国

交
省
ま
と
め
）
と
な
っ
て

お
り
、
統
計
的
に
み
る
と

放
課
後
の
子
ど
も
の
居
場

所
が
十
分
整
備
さ
れ
て
い

る
と
は
い
い
づ
ら
い
環
境

に
あ
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、
年
少
人
口
割

合
が
多
い
地
域
で
は
、
地

区
の
な
か
で
子
ど
も
が
集

ま
り
や
す
く
安
全
を
確
保

し
や
す
い
施
設
な
ど
を
放

課
後
の
子
ど
も
の
居
場
所

と
し
て
整
備
し
、
地
域
の

大
人
や
学
生
な
ど
の
支
援

を
受
け
な
が
ら
一
緒
に
遊

ん
だ
り
、
み
ん
な
で
一
緒

に
宿
題
に
取
り
組
ん
だ

り
、
と
い
っ
た
取
り
組
み

が
有
効
に
な
る
こ
と
が
考

え
ら
れ
ま
す
。

　

と
い
う
の
も
、
以
前
に

も
取
り
上
げ
ま
し
た
が
、

和
歌
山
県
の
子
ど
も
は
家

庭
で
の
学
習
時
間
が
短

い
、
ゲ
ー
ム
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
利
用
時
間
が
長

い
、
朝
食
を
食
べ
な
い
割

合
が
高
い
な
ど
、
生
活
習

慣
が
乱
れ
て
い
る
と
想
定

さ
れ
る
統
計
結
果
が
多
数

出
て
い
ま
す
。
学
校
や
家

庭
だ
け
で
は
な
く
、
地
域

ぐ
る
み
で
子
ど
も
の
育
ち

を
ど
う
支
援
す
る
か
が
重

要
に
な
り
そ
う
で
す
。

　

対
し
て
、
年
少
人
口
割

合
が
低
い
地
域
で
は
ど
う

す
れ
ば
い
い
の
で
し
ょ
う

か
。
子
ど
も
の
絶
対
数
や

地
域
の
特
性
に
も
よ
り
ま

す
が
、
年
少
人
口
割
合
が

低
い
地
域
の
小
学
校
は
児

童
数
が
少
な
い
小
規
模
校

で
あ
る
の
が
一
般
的
。
児

童
数
が
少
な
い
小
学
校
の

子
ど
も
同
士
の
関
わ
り
あ

い
は
、
他
の
地
区
に
比
べ

わかやまの
公益ポータルサイト
「わかば」

和歌山限定！公益団体データベース

掲載希望団体も募集中！
http://www.wnc.jp/wakaba/

て
も
と
も
と
強
い
と
想
定

さ
れ
ま
す
。
し
か
し
そ
う

い
っ
た
な
か
で
も
、
き
ょ

う
だ
い
が
い
な
い
、
他
の

友
だ
ち
と
家
が
離
れ
て
い

る
、
共
働
き
や
ひ
と
り
親

家
庭
と
い
っ
た
環
境
を
抱

え
る
児
童
が
い
る
こ
と
は

十
分
あ
り
え
ま
す
。
地
域

の
住
民
の
み
な
さ
ん
の
目

が
届
く
範
囲
で
子
ど
も
た

ち
が
の
び
の
び
遊
び
、
勉

強
で
き
る
し
く
み
を
ど
う

整
え
る
か
を
検
討
す
る
の

も
一
手
し
れ
ま
せ
ん
。

「
公
共
財
」
を

補
完
す
る
住
民
の
役
割

　

こ
れ
ま
で
述
べ
た
「
子

ど
も
の
育
ち
を
応
援
す
る

役
割
を
担
う
施
設
」
を
行

政
が
整
備
す
る
の
は
、
限

ら
れ
た
予
算
を
や
り
く
り

す
る
な
か
で
、
ど
う
し
て

も
優
先
度
合
い
は
低
く

な
っ
て
し
ま
い
が
ち
で

す
。
行
政
が
整
備
す
る
公

共
施
設
は
、
設
置
も
改
修

も
税
金
を
使
う
こ
と
か

ら
、
様
々
な
制
約
を
受
け

る
こ
と
も
あ
り
え
ま
す
。

で
も
地
域
の
空
き
家
・
空

き
店
舗
を
活
用
す
る
な

ど
、
今
す
ぐ
に
で
も
で
き

る
こ
と
は
あ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

　

住
民
の
み
な
さ
ん
の
創

意
工
夫
や
柔
軟
性
を
発
揮

す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

地
域
の
ニ
ー
ズ
に
マ
ッ
チ

し
た
「
居
場
所
」
が
実
現

で
き
る
か
も
。
か
つ
て
の

よ
う
に
「
子
ど
も
の
育
ち

は
地
域
全
体
で
応
援
す

る
」
仕
組
み
が
和
歌
山
市

内
で
も
再
び
広
が
れ
ば
、

豊
か
な
子
ど
も
の
育
ち
が

実
現
す
る
の
で
は
な
い
か

と
期
待
さ
れ
ま
す
。　
　

　
　
　
　
　
（
志
場
久
起
）

A　寄附金が優遇税制の対象になる「認定 NPO 法

人」。なんだかややこしいけど、条件はまだまだあ

るんだよね。

B　前回取り上げた、「どれだけ多くの人から寄附を

受けているか」の指標となるパブリック・サポート・

テスト（PST）以外には、（1）公益的な活動を主に

おこなっていること、（2）運営組織や経理が適切で

あること、（3）事業活動が適正に行われていること、

（4）情報公開をおこなっていること、（5）所轄庁に

対して事業報告をきちんとおこなっていること、

（6）法令違反などがないこと、（7）設立日から 1 年

以上経過していること、（8）法律で定める欠格事由

に該当しないこと、の 8つの基準があるんだ。

A　うっ、文字で見ると難しそうに見えるね…。

B　基準を文字で書くとそうなんだけど、実はまっ

とうな活動をおこなっていれば多くの NPO 法人は

この条件をクリアできると思うよ。

A　そうなの？

B　「寄附者名簿以外の書類は 2 日もあれば書けた

よ」っていうところもあるくらいだからね。

A　へぇ、そんなもんなの？

B　おおまかには①会計を複式簿記でおこなってい

るか公認会計士の監査を受けている、②帳票書類を

きちんと残していること、③事業費と管理費の区分

がきちんとできていること、④役員の履歴とプロ

フィールが書類等で把握できること、ができていれ

ば、そんなに難しくはないんだ。手間はかかるけど。

A　複式簿記は簿記の知識が必要だけど、ほかは日

頃の事務ができていればいけそうな気がするね。

B　ひとつ注意したいのは、一般の NPO 法人では、

役員のなかに配偶者もしくは 3 親等以内の親族が

1/3を超えてはいけないという規定があるんだけど、

認定NPO法人では、もうひとつ規定がある。例えば、

役員のうち 2 人が別の C という法人の役員を兼務し

ているとか、別の 2 人が D という会社の役員と社員

である、というようなケースがある場合、その人数

は役員総数の 1/3 を超えてはいけないんだ。NPO

法人には別の NPO などでも役員をしているという

NPO  紙上講座（38）　NPO 法人をつくろう！㉑
ような人が意外に多いから、プロフィールはきちん

と確認しておかないといけないね。

A　確かに気心が知れた仲間が中心になって設立し

た NPO 法人、なんていうのも多いから、意外にこ

このチェックポイントは盲点になりそうだね。

B　あとは支出の事業費と管理費の区分だけど、人

件費がある場合、計算が面倒くさいからと人件費を

全額管理費に計上しているケースがあるけど、本来

は事業運営そのものにかかる人件費は事業費に計上

する必要がある。ここをきちんとしておかないと、

事業費よりも管理費のほうが支出額が高くなってし

まうことが多い。これは会計上では「公益的な活動

をしている」とは解釈されない。事業費と管理費の

区分のルールをきちんと定めておく必要があるね。

A　やっぱり文字だと難しそうだけど、ひとつひと

つ丁寧に整理してみると、意外に難しくなさそうな

感じがするね。

B　条件が複雑のようにみえて最初から尻込みして

しまう団体も多いけど、PST がなんとかなりそうで

あれば、認定の申請に向けてチャレンジする価値は

あると思うよ。書類は確かに面倒くさいけどね（苦

笑）。
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和歌山市各地区の年少人口割合（2010 年国勢調査確定値より算出）
単位：％　※白字は全市平均を上回っている地区


